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市民の移動手段を確保するため、各地域に適した既存の公共交通サービスの提供を継続する必要があります。今後も住民ニーズ等
を踏まえ地域に合った見直しを行うなど需要に見合った公共交通の導入を検討し、公共交通の維持・活性化に努めて下さい。

二次評価者 都市整備課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

車等の移動手段がなく、公共交通が日常生活の移動手段となっている住民の生活を支えるためには必要な事業です。

有効性 地域の住民の移動手段となっている公共交通を確保・維持するために有効な事業であると考えます。

達成度 利用状況に応じた見直しを進めながら、路線網の維持・確保を行うことができています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 24,721 25,542 26,143
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一次評価者 都市計画係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

路線バスに限らず、公共交通を取り巻く環境は年々厳しくなっており、利用者が減少し、運行欠損額（赤字）も増加傾向にあります。

効率性 効率的な取組になるよう、定期的に路線バスの利用状況等を確認し、見直しを進めるようにしています。

改　革
計　画

地域公共交通活性化の取組と連携し、市内バス路線の維持に努めていきます。また、平成２７年度に策定した東温市地域公共交通網形成計画
に基づき、路線バスの見直しや、利用者向上に向けた周知活動等を積極的に行っていきます。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 23,093 23,901 24,469

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.273 1,628 0.273 1,641 0.273 1,674

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 23,093 23,901 24,469

Ｄ
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予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

生活交通バス路線の維持 市内の生活交通バス路線数 路線
9 9 9 ―

9 9

公的関与

089-964-4412 メールアドレス tosiseibi@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）まちづくりと連携した公共交通網の形成

事業区分

事業の対象 市内を運行するバス路線 根拠法令

総合計画 政策目標 第２章 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 １ 安心・安全な都市基盤の整備

016 1004 事務事業名 生活交通バス路線運行事業補助金 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
地域住民の貴重な交通手段である路線バスの運行を確
保し、鉄道と路線バスによる交通ネットワークを維持して
いきます。

今年度
交通事業者へ運行助成を行い、市内バス路線の維持を図り
ます。また、地域と協働で既存の公共交通を維持していきま
す。

活動内容
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課　　名 都市整備課 係　　名 都市計画係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

生活交通バス路線を維持するために、運行事業者に助成を
行います。

上林地区で予約制乗合タクシーの運行を継続をします。

成果指標


